
 

 

 

              5 月 11 日（水） 

     献血奉仕活動が甲府献血ルームにて 

     実施されました。雨のせいか出足が 

     悪く、例年に比べて献血者数が少な 

かったことが残念です。次年度も献 

血にご協力を下さいますようお願い 

します。 

 

6 月 10 日（金）第 4 回ガバナー諮問委員会(ゾーン会議)がアピオ 

にて開催され、キャビネット会議報告や各クラブ会長からの年間 

報告がなされました。会議終了後に懇親会も開催され、和やかに一年の 

労をねぎらいました。髙添ＺＣ、平賀ＺＳ、一年間本当にお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  6 月 8 日（水） 

次年度準備理事会が開催され、 

佐藤次期会長の下、メンバーの団結と 25 周 

年の成功を誓いました。 

 

 

 

【編集後記】  事務局に督励されながら、１年間カメラマンとして活動して参りました。特に旅行例会では、 

トヨタ博物館やリニア館、日間賀島での懇親会とカメラマン冥利に尽きるシャッターチャンスが多数あり 

ました。イルカが映っていないのが残念です。   ＩＴ･ＰＲ･厚生福祉･環境保全委員長 Ｌ土橋博司 
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          ＜会長テーマ＞   知 性 と 自 由 に 誇 り を 持 つ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年を振り返り         第 24代会長 Ｌ根本直幸 

 

一年間 一番大きな出来事は 4 月 14 日に発生した熊本の地震でしょうか。 

熊本県を中心に建物崩壊、土砂崩れなどで人的被害も多数でました。今も自宅 

に帰れなく避難所や仮設住宅で生活をしている方がいます。医療援助やその後 

の復興に向け多くの人がかかわる必要があります。ライオンズクラブでは、震 

災地である熊本のライオンズクラブと協力して、地元の声を聞き、必要なもの 

  を必要な人に速やかに届けるという活動をおこなっております。かつての阪神淡路大震災、東日本大 

震災での経験が早急な支援活動につながっているわけです。 

しかし、東日本大震災は 5 年たった現在も多くの方が仮設住宅での生活をしています。困った人に 

継続的に支援していく奉仕活動は非常に重要です。様々なボランティア団体、NPO、NGO が世界を 

またに活躍しております。でも、困っていて支援が必要な人は、私たちの地域の中にも多くいます。 

困っていることすら、訴えてくれない人も多くいます。そのような方を継続的に支援していくのは 

非常に大変なことです。マスコミに取り上げられると、一時的に支援は集まりますが、すぐに風化し 

てしまい、継続的な支援につながらないことも多いです。 

地域にある問題をしっかり考えていくことが、非常に重要です。 

そんなことを考えながら、1 年間会長をさせていただきました。ありがとうございました。 

 



 

 

 

      一年を終えて            幹事 Ｌ河西 聡 

 

今期、幹事を務めさせていただき早くも一年経ってしまいました。 

各委員長、役員の皆様のご助力や会員皆様方のご協力に、深く感謝申し上げ 

ます。 

今年の４月には、近年の記憶に残る震災では、東日本大震災に次ぐ熊本  

地震が発生しました。わが国は地震大国といわれ、東京直下型地震や東海・ 

東南海地震などの震災が予測されておりますが、今回のような内陸型でしかも地震学者が予測できない 

地震が多く発生しております。全世界の災害の報道を知る度に、各国の支援や人々の支援には頭の下が

る思いがいたします。我々ライオンズクラブも会員の方々の個人的な支援もあるかと思いますが、ライ

オンズクラブ国際協会「ＬＣＩ」並びにライオンズクラブ国際財団「ＬＣＩＦ」という大組織を有して

おります。今回の熊本地震に於きましても、震災発生から３日後には約２５００万円という大災害援助

金を迅速に支援いたしました。我々単位クラブの地域貢献活動は大変意義のあるものだとは思いますが、

国際協会という上部組織は、このような世界各国で起きる災害や各国の地域問題に対応できるものだと

思います。日本国内１０万人、全世界１３０万人を有す 

るライオンズクラブならではの組織力ではないかと思い 

ます。私は、個人プレーではなくこうした組織の一員で 

あることに「誇りと自信」を感じます。 

本年度の会長テーマのような結論になりましたが、 

根本会長・三木会計大変ご苦労さまでした。 

結びに、次年度は創立２５年という節目になりますが、 

佐藤会長を筆頭に新たなるクラブ運営に向けてまい進 

していただきたいと思います。                 ≪秋に植えた「麦の家」のチューリップ≫ 

 

 

                一年を終えて          会計 Ｌ三木浩幸 

 

この一年間があっという間に過ぎようとしています。 

今期の根本会長、河西幹事の下、クラブ運営を学ばせて頂きました。会計を 

仰せつかりまず感じたことは、厳しい予算の中での運営であるという事でし 

た。会員の増強無くして、素晴らしい仲間が増えない事にはクラブの活性化  

は図れず、今までのような奉仕活動も危うくなると痛感いたしました。 

また、合同例会･年間行事･チャーターナイト等を通し、会計として運営に

携われた事はとても貴重な時間でもありました。 

根本会長、河西幹事、１年間本当にお疲れ様でした。最後に皆様の積極的な参加や活力により、これか

らの当クラブが益々活発になりますよう会員一団となって盛り上げていきましょう。 

ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

去る 6 月 12 日（日）～13 日（月）の 2 日間、 

旅行例会が愛知県日間賀島へ向け開催されました。 

総勢 10 名と例年に比べ少ない人数でしたが、無事 

2 日間の日程を終える事が出来ました。 

一日目はトヨタ博物館、リニア館と見学をしまし 

た。日曜日という事もあり、特にリニア館には多く 

の方が来館されていて、山梨同様リニアに対する関 

心の高さをうかがう事が出来ました。 

その後、知多半島よりフェリーで日間賀島に到着。 

情緒あふれる素朴な雰囲気の島でした。夜の宴会で 

は海の幸がふんだんに盛り込まれた料理が並び、舌 

鼓を打ちました。 が・・・。 

旅行例会史に残る宴会となってしまいました。（泣） 

二日目はあいにくの天候でしたが、なばなの里で 

色とりどりの花々を見学、焼津さかなセンターで遅 

めの昼食・買い物をし、山梨に無事戻りました。 

     細かいトラブルは多少ありましたが、その都度 

メンバーの皆様にご協力をいただき本当に助かりま 

した。つたない案内でご不満もあったかと思います 

が、多くの感謝を感じる事が出来た二日間でした。 

本当にありがとうございました。 

           計画・出席委員長 Ｌ石川宝王 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


